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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼疾患を治療するための薬学的組成物であって、
ａ）組換えアデノ関連ウイルス（ｒＡＡＶ）ビリオンであって、
　ｉ）１０アミノ酸長でありアミノ酸配列ＬＡＬＧＥＴＴＲＰＡ（配列番号４５）を有す
るペプチド挿入を含み、前記挿入の部位がＡＡＶ２のＶＰ１のアミノ酸５７０～６１１に
対応するアミノ酸の間の位置ないしは別のＡＡＶ血清型のキャプシドタンパク質内の対応
する位置の２つの隣接するアミノ酸の間に位置する、変異体ＡＡＶキャプシドタンパク質
と、
　ｉｉ）抗血管新生ポリペプチドまたは網膜細胞の機能を高めるポリペプチドであるポリ
ペプチドをコードするヌクレオチド配列を含む異種核酸とを含む、組換えアデノ関連ウイ
ルス（ｒＡＡＶ）ビリオンと、
ｂ）薬学的に許容される賦形剤と
を含有する、薬学的組成物。
【請求項２】
　前記挿入部位が、ＡＡＶ２のＶＰ１のアミノ酸５８７と５８８に対応するアミノ酸の間
あるいは別のＡＡＶ血清型のキャプシドタンパク質内の対応する位置に位置する、請求項
１に記載の薬学的組成物。
【請求項３】
　前記変異体ＡＡＶキャプシドタンパク質が、変異体ＡＡＶ２キャプシドタンパク質であ
る、請求項１又は請求項２に記載の薬学的組成物。
【請求項４】
　前記ＡＡＶ２キャプシドタンパク質が配列ＮＬＡＬＧＥＴＴＲＰＡＲを含むように、前
記挿入がアミノ酸配列ＬＡＬＧＥＴＴＲＰＡ（配列番号４５）からなる、請求項３に記載
の薬学的組成物。
【請求項５】
　前記変異体キャプシドタンパク質が、対応する親ＡＡＶキャプシドタンパク質を含むＡ
ＡＶビリオンによる網膜細胞の感染性と比較して、前記ｒＡＡＶビリオンにより増加した
網膜細胞の感染性を付与する、請求項１から４のいずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項６】
　前記ポリペプチドが、可溶性血管内皮成長因子（ＶＥＧＦ）受容体、ＶＥＧＦ結合抗体
、または可溶性Ｆｌｔポリペプチドを含むＦｃ融合ポリペプチドである、請求項１から５
のいずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項７】
　前記ポリペプチドが、可溶性Ｆｌｔポリペプチドを含むＦｃ融合ポリペプチドである、
請求項１から５のいずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項８】
　前記ポリペプチドが、錐体光受容体ｃＧＭＰゲートカチオンチャネルαサブユニット（
ＣＮＧＡ３）または錐体光受容体ｃＧＭＰゲートカチオンチャネルβサブユニット（ＣＮ
ＧＢ３）である、請求項１から５のいずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項９】
　前記ポリペプチドが、Ｌ－オプシン、Ｍ－オプシンまたはＳ－オプシンである、請求項
１から５のいずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項１０】
　前記組成物が、約１０６～１０１５のｒＡＡＶビリオンを含む、請求項１から９のいず
れか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項１１】
　前記組成物が、約１０８～１０１２のｒＡＡＶビリオンを含む、請求項１から９のいず
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れか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項１２】
　前記治療が、眼内注入による、請求項１から１１のいずれか一項に記載の薬学的組成物
。
【請求項１３】
　前記治療が、硝子体内注入による、請求項１から１１のいずれか一項に記載の薬学的組
成物。
【請求項１４】
　前記眼疾患が、緑内障、網膜色素変性症、黄斑変性症、網膜分離症、レーバー先天黒内
障、糖尿病性網膜症、色覚異常、網膜中心静脈閉塞症、網膜静脈分枝閉塞症、または色覚
障害である、請求項１から１３のいずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項１５】
　前記眼疾患が、加齢に関連した滲出性黄斑変性症である、請求項１から１３のいずれか
一項に記載の薬学的組成物。
【請求項１６】
　前記眼疾患が、糖尿病性黄斑浮腫である、請求項１から１３のいずれか一項に記載の薬
学的組成物。
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